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経直腸的前立腺針生検(6カ 所)施 行.右 葉2/3より
*現:藤田保健衛生大学　坂文種　報徳会病院




　 2002年7月30日手術 目的 に入院する も突然 の肝 機能
障害が出現 し手術 は延期 となった.肝 機 能の改善が認
め られ るまで の間neoadjuvant療法 を継 続 し,2003年
6月17日恥骨後式前立腺全摘除術 を施行 した.
　術 中所 見:前 立腺被 膜 と直腸 との問 に一部癒着が認
め られたが,明 らか な直腸損傷 を認め ることな く前立
腺 を摘 出 した.膀 胱尿道吻合はマニセ プス を使用 し,




　術 後経過:術 後5日 目に突然糞尿お よび水様便が 出
現.膀 胱尿道吻合部 と直腸 との交通が疑 われ たため,
絶飲 絶食お よび中心静脈栄養 を開始 した,
　術 後13日目に膀胱尿道造影 を施行 した ところ,膀 胱
内 に100ml程度造影剤 を注入 した段階 で,膀 胱尿 道
吻合 部か ら背側 に造影剤の漏 出が認 め られ,そ れが痩
孔 を通 じて直腸 に まで流 出 していた(Fig.1).この こ
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の粘膜 をlcmほ ど全周性に切除,痩孔内腔 を鋭匙 に
てデブリー ドマンしながら直腸 と膀胱尿道吻合部との




　 閉鎖術後経過:閉 鎖術直後 より糞尿,水 様便消失
し,閉鎖術後15日目に膀胱尿道造影施行.痩 孔は造影
されず尿道カテーテルを抜去 した.閉鎖術後16日目よ
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術式である.デ ブリー ドマ ンを行うことにより,痩孔
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